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那珂川市立地適正化計画の策定に向けて  

１．立地適正化計画とは？ 

 計画の背景  

立地適正化計画の主な背景は、全国的な人口減少・高齢化です。将来の人口推計では、全国総

人口は 2065 年には 9千万人を割込み、高齢化率は 38％以上になることが予測されています。 

人口減少や高齢化が進むと、一定の人口密度に支えられてきた商業・医療・交通等のサービスを維

持することが難しくなります。生活する上でも、利便性の低下やまちなみが悪化すると、まちの魅力

が低下し、人口減少の加速化にもつながりかねません。 

 

 

 

 

 

 

 立地適正化計画により目指すまちの姿  

立地適正化計画では、上記のような問題に備えるため、医療・商業・福祉施設や住居がまとまって

立地する、便利で賑わいのある拠点の形成と、拠点同士をつなぐネットワークの充実を図ります。そ

れにより、日常生活に必要なサービスや行政サービスが住まいなどの身近に存在する「多極ネットワ

ーク型コンパクトシティ」を目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 立地適正化計画で定めること  

多極ネットワーク型コンパクトシティ

の実現に向け、目指すまちづくりの方針や、

どこに何を誘導するのか（誘導施設や誘導

区域の設定）を検討します。 

２．なぜ那珂川市で立地適正化計画が必要？ 

 将来的な人口減少・高齢社会への対応  

那珂川市は、平成 27 年の国勢調査では人口５万人を達成し、平成 30 年 10

月 1 日に市制を施行するなど、現在においても人口増加と発展を続けていま

す。 

しかし全国的な傾向と同じく、将来的には人口減少や高齢化の進行が予測

されています。このような状況を踏まえ、那珂川市では若者の就労機会の創

出や子育て環境の充実など定住のための各種施策を行っています。それと同

時に、立地適正化計画の策定により、将来の人口減少・高齢化に備えた、コ

ンパクトなまちづくりを行っていくことがねらいです。 

 積極的なまちづくりの推進  

 立地適正化計画を策定した市町村においては、届出・勧告制度や国の各種

支援措置を使用することが可能になり、居住機能や都市機能をより積極的に

誘導することができるようになります。 

また、立地適正化計画には、市町村の都市計画の基本的な方針を示す、「都

市計画マスタープラン」を実現化するツールとしての役割もあります。那珂

川市の都市計画マスタープランでは、主要な拠点（右図ピンクの拠点）に加

えて、計画的な新しい市街地の創出（黄色の区域）を検討することとしてい

ます。コンパクトなまちづくりを行う上で、これまでの拠点と新たな拠点の

位置付けを明確にしながら、計画的なまちづくりを行っていくことも、那珂

川市における立地適正化計画の目的の一つです。 

 コンパクトなまちづくりに対する市民の声  

 市民アンケート結果においても、今後の持続的な発展に向け、コンパクト

なまちづくりを進めるべきという意見が７割以上を占めています。また、将

来住みたい地域として、様々な施設や公共交通の充実が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

店舗や病院等の撤退 

身近な場所でサービス

が受けられない 

公共交通の減便や廃止 

 
病院に行きたいけどバ
スがない・・ 

公共サービスの質の低下 
公園や道路などの公共施設の維持補修の
ための財源が確保できない 

子どもを安全に遊ばせる場所がほしい。 

空き家や空き地の発生 
治安や景観が悪化する

恐れも・・・。 

拠点の形成 

必要な場所に必

要な機能を誘導 

ネットワークの充実 

拠点同士や、拠点に行き

やすい公共交通の確保 

立地適正化計画の主な内容 

 計画対象区域 

 立地適正化の基本的方針 

 都市機能誘導区域・居住誘導区域 

 施策の達成状況の評価 

※立地適正化計画公表後、誘

導区域外で誘導施設の建設や

一定規模以上の住宅開発をす

る場合には届出が必要になり

ます。 

資料：国土交通省 

資料：那珂川町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン 

拠点等 

新市街地等の検討区域 

市街化区域 

都市計画区域 

博多南駅周辺 

市役所周辺 

道善交差点周辺 

＜立地適正化計画で定める区域のイメージ＞ 

＜那珂川市の将来人口＞ 

＜都市計画マスタープランにおける拠点等の位置付け＞ 

資料：那珂川町都市計画マスタープランを一部加工 

コンパクトなまちづ

くりを進める 

73.8% 

現在の都市規模

を維持する 

10.3% 

郊外への開発を

進め都市規模を

拡大する 

8.4% 

その他 

5.6% 
無回答 

1.9% 

＜那珂川市が持続的な発展を遂げるために行うべきまちづくり＞ 

回答者＝951人 

ほとんどの施設が徒

歩圏内にそろう地域

に住みたい 

26.7% 

日常生活に必要な

施設は徒歩圏内に

あり、たまに行く施設

へは公共交通を利

用して行ける地域に

住みたい 

59.9% 

日常生活に必要な

施設が徒歩圏内に

なくても、公共交通を

利用して必要な施設

へ行ける地域に住み

たい 

7.1% 

日常生活に必要な

施設や公共交通が

なくても、自然豊か

な地域に住みたい 

2.9% 

わからない 

0.6% 

その他 

0.6% 
無回答 

2.1% 

＜自家用車を使用しないと想定した場合住みたい地域＞ 

回答者＝952人 

資料：コンパクトなまちづくりに関する市民アンケート（Ｈ30 実施） 

24.1％ 49,342 人 

NT5324
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３．那珂川市の都市構造上の課題や強みは？

 

  

若さと勢いがある！ 
・平成 30 年 10 月に単独市施行され、市にな
った那珂川市では、それに伴うまちのＰＲ
など各種取組がなされています。 

・福岡県下で３番目に年少人口（15 歳未満）
が多いなど、若者・子どもが多いことも特
徴です。 

近隣市町との広域的な連携が可能! 
・那珂川市の北部は福岡市に隣接し、ＪＲ博
多南線では、博多駅まで約 8 分でアクセス
が可能です。 

・道路ネットワークにより春日市や佐賀県な
ど周辺市町との連携も可能です。 

水と緑に囲まれた豊かな自然環境がある！ 
・まちを南北に貫流する那珂川をはじめ、南
部の田園や森林など、市街地から身近なと
ころに豊かな自然環境があることは、本市
の特徴であり、魅力といえます。 

人口 

・将来的な人口減少・高齢化が予測され、将来を見据えたまちづくりが必要です。 
・現在は、南畑地域など南部地域で高齢化率が高い状況ですが、将来的には市街地内でも高
齢化が進むことが予測されます。 

南部地域の高齢化が顕著 

市街地において
も高齢化が進む 

資料：国勢調査（2015）、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2（H27 国調対応版）」を編集・加工（2040） 

 

 

＜小地域毎の高齢化率＞ 

土地 

利用 

・福岡市に隣接する北部地域を中心に市街地が拡大してきました。今後は市街地の無秩序な
拡大や、市街地内の空き家・空き地の発生を防ぎ密度の高い市街地の維持が必要です。 

・市街化区域内にまとまった低未利用地が存在しないことから、新たな都市機能立地の受け
皿となる土地を確保することも課題といえます。 

都市 

交通

・ＪＲ博多南線や、西鉄路線バス・かわせみバスが
あり、公共交通が徒歩圏内にない公共交通空白地
域に住む人の割合は 2.6％です。 

・しかし、公共交通に対する市民ニーズは高く、高
齢化により今後もさらなる充実が必要です。 

市街化区域内やそ
の周辺で建物用地
が拡大 

2015 年 2040 年 

昭和 51 年 平成 26 年 

＜土地利用の状況＞ 

資料：国土数値情報 

 

 

生活 

・北部市街地における各種施設の充足状況は比較的
高く、今後も都市機能の維持により利便性の高い
まちづくりを行うことが重要です。 

・中南部地域は、北部市街地と公共交通で接続する
ことで利便性を確保していく必要があります。 

運行本数30便/日
（往復）以上

運行本数30便/日
（往復）未満

運行本数30便/日
（往復）以上

運行本数30便/日
（往復）未満

公共交通
空白地域

バス
バス停から300m圏内

バス停から
300m圏外

鉄
道

駅から
800m圏内

公共交通利便地域

公共交通
不便地域駅から

800m圏外

＜公共交通及び人口分布＞ 

人口が分布していると
ころを中心に公共交通
路線が網羅している 

南部の集落では公共交通
がないところもあるほ
か、運行本数も少ない 

北部市街地に医
療・商業・福祉な
ど様々な都市機能
が立地している 

＜都市機能の集積状況＞ 

徒歩圏内にある施設の種類数 

その他の課題等

経済 
・小売業・卸売業の事業所数や年間商品販売額は、増加又は維
持傾向です。今後の人口減少の中でも、小売業の集積とその
周辺の人口密度の維持を図り、経済活動の低迷を防ぐことが
必要です。 

・市民アンケートでは、市街地の魅力を高めるために「働く場
が必要」との声もあり、定住確保の側面からも安定した経済
活動を行える環境形成が重要です。 

財政 
・税収の多くを占める固定資産税や市民税は、市街化区域内で

の割合が高く、今後市街化区域内の人口減少が進むと税収の
減少に大きく影響します。 

・高齢化に伴い、高齢者福祉など社会保障費が増大すると、公
共施設の維持管理等にかける予算が確保できない恐れがあ
ります。 

災害 
・河川の氾濫や土砂災害の危険性のある区域においても、一部

居住地となっており、安全な場所への居住誘導や、適切な防
災対策により、災害に強いまちづくりが必要です。 

那珂川市の強み

博多駅まで 

約   分！ ８ 

市の人口：50,126 人 

高齢化率：20.0％ 
資料：那珂川町まち・ひと・しごと創生 

人口ビジョン 

市の人口：50,164 人 

高齢化率：29.8％ 
資料：那珂川町まち・ひと・しごと創生 

人口ビジョン 

市街化区域における建物用地の割合：36.1％ 

市の人口：19,303 人 
資料：（建物用地割合）国土数値情報、（人口）住民基本台帳 

市街化区域における建物用地の割合：82.9％ 

市の人口：50,141 人 
資料：（建物用地割合）国土数値情報、（人口）住民基本台帳 

市街化区域の人口密度：

76.19 人/ha 
資料：平成 29 年度都市計画基礎調査  

71.2％ 

26.3％ 

2.6％ 
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４．どのようなまちづくりを目指すの？ 

 課題や強みからみたまちづくりの方針（案）  那珂川市が抱えるまちづくりの上での課題や、那珂川市の特徴を踏まえた上で、立地適正化計画におけるまちづくりの方針を以下のとおり検討しています。 

  

将来的な人口減少・少子高齢化を前提としたまちづくり 

水とみどりに囲まれた豊かな自然環境がある！ 

・市を南北に貫流する那珂川や市街地景観の背景となる背振連山 福岡都市圏の憩いの場、集いの場 

将来的な人口減少 

少子高齢化の進行 

人口 

土地利用 

市街地の低密度化 

対応すべきこと 

増加する高齢者の利便性確保 

若い世代が魅力に感じる都市機能や居住 

環境の確保 

都市が抱える課題 

高密度な土地利用の誘導 

まちの質を高める拠点の形成 

・博多南駅周辺、西鉄バス那珂川営業所周辺、ミリカローデン那珂川周辺等を含む 

中心拠点及び市役所周辺への都市機能集積による市街地の魅力向上 

・一団として高齢化が進む住宅団地等既存市街地の維持・再生 

・今後の人口減少・高齢化により懸念される空家や低未利用地の発生抑制及び活用 

・民間活力（PPP/PFI 手法の導入等）や市民主体のまちづくりの推進による新たな 

魅力形成 

  

主なターゲット） 

市街地の利便性や魅力を求める若者や子育て世代が住みたいと思う地域づくり 

拠点間のネットワークの確保 

・西鉄バスやかわせみバスなど市内の地域公共交通の再編 

・バス停周辺等公共交通沿線の居住誘導 

・博多南駅や那珂川営業所などの交通網の拠点やミリカローデン那珂川、市役所等 

公共施設と連動した乗り継ぎ拠点の形成 

・自動車利用が主となっている市民への公共交通利用促進による公共交通路線の維持 

 

主なターゲット） 

将来的に公共交通のニーズが高まる高齢者も安心して暮らし続けられる地域づくり 

豊かな自然環境と共生する都市構造の形成 

・那珂川や南部の山間地域など自然環境の活用 

・市街地の景観形成、水とみどりのまちとしてのイメージ向上 

・土砂災害など災害危険性の高い区域での居住抑制 

 

主なターゲット） 

全ての市民が豊かな自然環境を身近に感じ、安全に住み続けられる地域づくり 

まちづくりの方針 

都市交通 公共交通のニーズの増大 
便数・路線の見直しや乗換の快適さの向上等、公共

交通の利便性の維持向上 

経済 今後の人口減少による経済活動の低迷 店舗等の商圏人口の確保 

財政 

将来的な税収減の懸念 

災害 危険性のある地域における居住 

生活 

利便性 

充足した生活利便施設の維持 

那珂川市の強み・特徴 

厳しい財政状況下での公共施設等の更新 

市街地の人口や地価の減少抑制による税収確保 

公共施設の集約化・複合化や長寿命化 

安全な居住地への誘導や防災・減災対策 

若さと勢いがある！ 

・単独市施行とそれに伴う各種取組、若者・子育て世代が多い 

近隣市町との広域的な連携が可能！ 

・福岡市に近接、住宅都市として発展 

生活利便施設周辺の人口維持や施設へのアクセス

確保 

まちの利便性や魅力を高める都市機能の誘導 買い物施設や高齢者福祉施設の不足 

低未利用地の活用やニーズにあわせた計画的な土

地利用の誘導 
都市機能立地の受け皿となる土地の確保 
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 将来都市構造（案） 人口の集積、医療・商業・福祉や公共施設等の施設の充足状況、公共交通路線等の把握から、那珂川市において重要な拠点やネットワークを位置づけた将来目指す都市構造の位置付けを以下のとおり整理しました。 

北部市街地 都市機能や居住がコンパクトに集積した利便性の高いまちの形成とその質の向上 

 市街化区域内には、本市の人口の約 86％が居住し、都市機能も集積したコンパクトなまちが形成されている。ニーズの高い地域内外の公共交通の充実

や、市外に流出の多い医療や大型商業施設の誘導等まちの質を高める拠点の形成に向け以下の視点により拠点設定を行う。 

視点①公共交通の要所となる地区  視点②多様な都市機能が充実する地区 

 

 拠点の種類 
   
まちの核 位置づけ 

 

中心拠点 JR 博多南駅周辺 
福岡市中心部への交通結節点、市の顔として都市機

能の誘導や土地の高度利用を図る 

３つの核を含む中心拠点。 

３つの核やそれらをつなぐ道路

沿道において、医療、商業、子

育て機能、公共交通等の都市機

能のさらなる充実により、利便

性の高い居住環境を形成する 

西鉄バス那珂川 

営業所周辺 

市内外を走る西鉄バスやかわせみバス等バスネッ

トワークの要所として、道路沿道や周辺の都市機能

の誘導を図る 

ミリカローデン 

那珂川周辺 

文化・体育・子育て施設等の施設集積を活かし、拠

点周辺の新たな市街地創出も含め医療・商業・福祉

等の都市機能誘導を図る 

行政・福祉拠点 市役所周辺 
北部・南部の接続点に立地する本市の行政・福祉の

拠点として、様々な行政サービスの強化を図る 

   ※まちの核として設定している箇所の中には、将来的に市街化区域への編入を検討している市街化調整区域も含まれる。 

ネットワーク 福岡都市圏との連携や市内の拠点間の連携による拠点機能の相互補完 

商業・医療等の施設利用や通勤・通学等福岡都市圏との密接な関係にあることから、広域的な連携軸の確保を図るほか、市内の公共交通においては、

市街地内の拠点間の連携、南北の連携を軸としたネットワークの形成を図る。 

 

南部の自然環境 市内外からの観光交流を呼び込む豊かな自然環境の活用と集落環境の保全 

那珂川を軸に田園・森林等が広がる南部地域は、福岡都市圏や佐賀県からもアクセスできる豊かな自然環境を活かした観光交流や農林産業等のポテン

シャルを持つ地域である。地域住民や移住者の生活利便性の維持やコミュニティの形成、観光交流の場の創出に向け以下の視点により拠点設定を行う。 

 視点①都市機能がある程度集積し、市街地へのアクセスが可能な地区  視点②観光・交流施設等レクリエーション拠点となる地区 

 

拠点の種類 設定ｲﾒｰｼﾞ 位置づけ 

広域交流軸 
 

JR 博多南線、バス 市民生活に密接に関係する福岡都市圏との連携 

市街地拠点連携軸 
 

バス 拠点周辺に集積する都市機能の円滑な相互利用に向けた拠点間の連携 

南北連携軸 
 

バス 市外や北部市街地の住民の自然環境の享受と南部地域住民の生活利便性の要となる南北連携 

支線交通ネットワ

ーク 

 バス、 

デマンド交通 

北部市街地内の拠点への移動や、南部地域の集落から市街地・地域拠点への移動 

 

拠点の種類 設定ｲﾒｰｼﾞ 位置づけ 

地域拠点 

 

山田交差点周辺、 

南畑小学校周辺 

南部地域の住民の生活・コミュニティの拠点として、生活に係る施設の維持や北部市街地への

アクセス拠点としての機能強化を図る 

レクリエーシ

ョンゾーン 
 

中ノ島公園や五ケ山クロス
等のレクリエーションスポ
ットのある南部の地域一帯 

水や緑の自然環境を活用し市内外の観光交流を呼び込む憩いや安らぎの場としての機能を確立

する 

 




